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研究成果の概要： 
本研究では，ソーシャルネットワーキングサービスや電子掲示板といった時刻情報を持つソー

シャルコミュニケーションの履歴データに対して，ネットワーク時系列分析，コミュニティ時

系列分析，可視化分析を統合的に行うための基盤を与えることを目的とし，これまでにない自

由度を持ったネットワーク分析ツールとして「s.o.c.i.a.r.i.u.m」を開発するとともに，それを
用いた実証分析を行った．  
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研究分野：ネットワーク情報学 
科研費の分科・細目：情報学・メディア情報学・データベース  
キーワード：ソーシャルネットワーク，可視化，データサイエンス 
 
１．研究開始当初の背景 
人間の社会的な活動が創り出すシステム
は，政治，経済，文化，社会インフラ，学術
プロジェクト等多岐にわたり，それらは人や
行為を構成単位とする関係の連鎖によって
構成されている。その依存関係と相互作用が
織り成す構造は一般に「ソーシャルネットワ
ーク」として抽象化され，組織の意思決定や
社会潮流の変化を分析する基本的枠組みと
して発展してきた。現在，飛躍の著しい計算
機資源を活用した組織分析や事故分析，歴史
分析の可能性が模索されている中で，とくに

ネットワークに対する統計分析手法や可視
化手法，データ構造化の手法は，情報学とい
う観点から人間行動とその集団が持つ複雑
性を理解する上で中心的な役割を担うよう
になってきている。 
 
２．研究の目的 
ソーシャルネットワークは環境との相互
作用と偶発性が支配する複雑適応システム
としての性格を持っており，その分析や予測
にあたっては，ある時点での構造と同時にそ
の構造に至った歴史的遍歴を考慮に入れる
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必要がある。本研究課題ではこの観点より
時間的に変化するネットワーク構造を階層
的に分析・可視化するシステムを開発し，
それを用いて社会制度やサービスの動態を
解明することにより本手法の有効性を示す
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
従来のネットワーク可視化がシステムの
瞬間の時刻の構造を捉えるものであったの
に対し，高密度に連続する大量のネットワー
クを階層的に可視化することによって，進化
するシステムが持つ時間方向の情報を積極
的に活用し，システムの変化のプロセスを含
んだ統計分析と可視化の方法論を融合する。
そのために，時間をまたがる大量のネットワ
ーク構造を同時に考慮した粗視化手法・コミ
ュニティ分析手法の開発と，それらを応用し
た構造の差分抽出手法の開発，インタラクテ
ィブな操作と描画・統計分析の連携，以上の
目的に適合したデータ構造の定義などが主
要な研究テーマである。 
 
４．研究成果 
１）ネットワークのマルチレイヤー可視化シ
ステムを開発し，コミュニティ集団の生成・
消滅・分裂・融合といった時間変化をコミュ
ニティ遷移ダイアグラムとして可視化する
枠組みを実現した．これによって，複雑な時
空間パターンを伴うソーシャルネットワー
クのダイナミクスを詳細なスナップショッ
トと俯瞰的な視点の両面から分析すること
が可能となった． 
２）ソーシャルネットワーキングサービス，
電子掲示板，動画共有サイト，株価のチック
データ等の多くの実データに対して本ツー
ルを適用し，時刻情報を持ったコミュニティ
分析と可視化の統合が複雑システムの理解
に有効であることを実証した． 
３）ソーシャルネットワークの時系列分析の
応用として，ソーシャルコミュニティに対す
るユーザーの参加傾向からユーザーの属性
分析およびコミュニティの寿命予測を行う
ための新しいアプローチを提案した． 
４）以上の成果を学術会議等で報告するとと
もに（招待講演 2 件，受賞 2 件），分析ツー
ルをソースコードも含めてウェブ上で公開
し，ソーシャルネットワーク研究の広がりに
寄与した． 
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